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 脳神経機能調節に関わる細胞内情報伝達は様々なタンパク質リン酸化酵素が関与す
ることが知られている。中でも、カルシウム/カルモデュリン（Ca2+/CaM）によって活
性化されるリン酸化酵素，CaM キナーゼ群は、神経シナプス形成、記憶・学習に関わ
る機能分子である。一方，活性酸素種は，タンパク質のリン酸化・脱リン酸化に依存せ
ず，標的タンパク質の求核置換基に直接共有結合し，機能的修飾（S－グルタチオン化、
S－ニトロシル化など）を与える事でシグナル伝達経路を制御している。 
 私共は，活性酸素とカルシウム信号系の相互作用検討によって，タンパク質リン酸化
による活性酸素種の制御(1)を報告してきたが，近年，CaM キナーゼ群がレドックスセ
ンサー分子として作用している事を見出した(2. 3)。今セミナーでは，私共が行っている
分子レベルでのカルシウム信号系のレドックス制御解析について紹介したい。 
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